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活動名 内　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

(2)切り絵タイム 32 0 42 217 18 48 0 0 0 0 17 342 切り絵活動

　刃物の使い方を学び、進級の目標を定めて、継続して取り組んでいる。
　長期休暇には、「切り絵うちわ」や「切り絵カレンダー」に挑戦した。
　小学校で展示の場があり，意欲向上に繋がった。
　学区社協がボランティアで参加し、交流に繋がっている。

(2)卓球タイム 8 0 0 65 0 15 0 0 0 0 0 80 卓球に親しむ
　卓球が自由遊びの中に定着したことにより、年度途中で休止した。
　興味のある子どもは、登録制の卓球クラブへと繋げられた。

(2)みんなあそび 1 0 0 17 0 3 0 0 0 0 0 20 実習生企画による工作
　実習生が考えた工作に取り組んだ。子どもたちと実習生との交流に繋がった。実
習生にとっても、企画から実施まで実際にすることで学びになった。

(2)高学年手づくりクラブ 1 0 0 0 5 4 0 0 0 0 2 11 ビーズの指輪
　少人数でていねいな指導が受けられ、高学年の子どもたちの楽しみになってい
る。来年度も継続した取組にしていきたい。

(3)夏プロジェクト実行委員会 3 0 0 0 8 8 0 0 0 0 0 16 夏プロジェクトの企画
　ジュニアボランティアが企画から主体的に取り組むことで，責任感が生まれ，意
欲を持って取り組むことができた

(3)夏プロジェクト 1 0 2 34 3 12 0 0 0 0 0 51
夏プロジェクト（あそびゲームコー
ナー）

　普段のあそびの延長上の取組をすることで、高学年と低学年が日常的に関わる
きっかけとなった。継続して活動していくことで、ジュニアボランティアの自己実
現の場となるような取組をしていきたい。

(3)小さい先生の日 11 0 0 0 1 75 0 0 0 0 0 76
高学年Jrボランティアが小さい先
生として活動

　年上としての自覚を持って，年下の児童へ積極的に関わるようになり、普段の生
活の中でも「小さい先生」として動けるようになった。
　自由来館児童の参加が少なく、今後工夫していきたい。

(3)ソフトボール練習 4 0 4 41 1 19 1 0 0 0 0 66 ソフトボール交流に向けての練習
　ソフトボールのルール知り、練習を通じてチームに一体感が生まれた。
　高学年の参加もあり、異年齢の交流に繋がった。

(3)大掃除 1 0 0 8 0 5 0 0 1 0 0 14 児童館の館内，館外の掃除
　１年間使った児童館を心をこめて掃除し，自分たちの児童館をいつも清潔にしな
ければならないという意識を持つことができた。

(3)防災演劇ワークショップ 3 0 0 0 6 2 15 0 0 6 0 29
高学年が防災をテーマに劇を創作
する

 劇団・防災アドバイザーや大学生ボランティアの協力のもと、防災に関するドラマ
撮影を行った。防災アドバイザーから日常の備えについての講義、劇団俳優から演
劇の指導を受けた。子どもたちは日常の備えについて、「家の中の備え」「家族の
安否確認」をテーマに動画を撮影した。

(3)防災ドラマ上映会＆防災いろいろ体験会 1 0 5 18 2 5 11 30 0 2 5 78

子ども達が劇を通じて防災につい
て地域に発信する。地域住民と子
どもたちが共に防災について体験
する。

ワークショップで撮影したドラマの上映と、防災についての体験会を行う。ドラマ
上映の前後に寸劇により防災クイズを出題し、来場者参加型の上映会とした。ま
た、ワークショップで制作した新聞紙グッズと防災食を来場者に配布し、感染を予
防したうえでの体験会とした。

(3)避難訓練 9 37 3 378 1 84 0 36 0 0 3 542
万一の地震・火災に落ち着いて行
動できるような訓練

　午前中の乳幼児クラブ、放課後の小学生対象で実施。乳幼児クラブでは、非常口
から出る練習、避難の姿勢の確認をした。学童クラブでは、高学年児童が職員のポ
ジションで年少の児童を誘導することが定着し、高学年児童が意識を持って行動し
ていた。地震の避難と火災の避難を分けて訓練した。火災については出火場所や時
間帯を変えて多様なパターンで訓練した。

参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児 中高生 大人 合計
小４～６年小１～３年 ボランティア

実施
回数
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(4)手話クラブ 39 0 7 337 37 138 0 8 0 0 0 527
小学生以上を対象とした継続的な
クラブ活動

2021年度よりコロナ禍で手話歌を始めたことをきっかけに活動開始。
低学年の日と高学年の日に分かれて活動。手話に親しむことをモットーに、学習や
ゲームを通して手話に触れている。活動を通して、聴覚障害について、また高学年
はそれにまつわる社会についても考える機会となっている。

(4)民舞クラブ 40 0 45 250 108 219 60 0 0 0 53 735
小学生以上を対象とした継続的な
クラブ活動

　やんちゃんねる撮影や発表の機会が節目となり，子どもたちが主体的に何を踊る
かを自分たちで選んで活動を進めていった。高学年会議を持つことで，高学年が中
心となりクラブを運営した。障がいのある子どもも登録しており，認め合い，支え
合う仲間づくりを進めた。活動経験の長い高学年児童が充実感を得られるよう、別
途活動時間を設定し、５年生以上の活動を行ったことで、充実感が増し、継続への
意欲につながった。

(4)卓球クラブ 39 0 84 213 170 148 13 0 0 0 0 628
小学生以上を対象とした継続的な
クラブ活動

　登録人数が増え、2022年度から名字順に「Aクラス」「Bクラス」に分かれた。
　基本活動の後に、登録制の上級コース「挑戦コース」を設け、ハイレベルな活動
にも繋げている。
　挑戦コースの子どもが、基本活動の際にリーダーとなって練習メニューを考える
等、自分たちで運営している。
　今後も、児童の自主性を育み、自分たちで運営できる力をつけていきたい。

(4)和太鼓クラブ 31 0 0 0 141 142 23 0 0 0 61 367
高学年以上を対象とした継続的な
クラブ活動

　学童クラブや、学童クラブを修了した子どもたちを中心に活動してきたが、今年
度は学童クラブ以外の子どもたちが参加した。
　地域の祭りで演奏する等、地域の方が児童館を知るきっかけにもなっている。
　18：00以降は中高生の時間とし、中高生ならではの演目を練習している。

(4)初めての将棋教室 1 0 6 2 0 0 0 0 0 0 4 12 将棋教室の体験、入門
　初めて将棋に携わる子ども、1年生に向けて、丁寧な取り組みができたことで、将
棋教室に入りやすくなった。

(4)将棋教室 11 0 108 48 111 4 3 0 0 0 51 325
小学生以上を対象とした継続的な
クラブ活動

　地域の方にボランティアで指導に来ていただき，地域交流に繋がっている。
　将棋を目的とした自由来館につながっている。

(5)認知症ミニ講座＆声かけ探検 1 0 0 78 0 21 0 4 0 0 4 107
子ども達が認知症について理解し，地
域の一員としての支援の意識を高め
る。地域住民との交流を図る。

　高齢者福祉分野との協働で，子どもと保護者世代に認知症についての理解と啓発
をした。当日は気温が高くなり、熱中症予防のため地域ボランティア協力を中止し
たが、高学年児童がこれまでの経験によりスタッフとして、認知症役、家族役を演
じて低学年全員に声かけ体験が実施できた。

(5)クリスマス会実行委員会 3 0 0 0 8 18 0 0 0 3 0 29
高学年以上Jrボランティアによるクリ
スマス会の企画

　Jrボランティアが企画から主体的に取り組むことで，責任感が生まれ，意欲を
持って取り組むことができた。

(5)クリスマス会 1 1 20 26 10 8 3 1 0 2 2 73 クリスマス会

　大学生ボランティアとの異年齢交流につながった。
　民生児童委員協議会の方にサンタクロースをしていただき、異世代交流につな
がった。
　継続して活動していくことで、ジュニアボランティアの自己実現の場となるよう
な取組をしていきたい。

(5)正月あそび 1 0 5 72 1 15 0 0 0 0 7 100 たこあげ，はねつき，
だるまさんがころんだなど

　地域の方に協力をいただき伝統的なお正月あそびを伝える。様々な伝統に触れ，
地域の方と関わりを持つことができた。感染拡大予防のため、ふくわらい、カルタ
は中止し、屋外でできる遊びを行った。
　高学年が「小さい先生」としてコーナーを1つ企画運営し，意欲を持って取り組め
た。

(5)左京東山児童館なかよし卓球大会 1 0 3 1 7 3 0 0 0 0 1 15 卓球大会
　他館との交流になった。
　日頃の練習成果を発揮でき、子どもたちのやる気につながっている。
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(5)ソフトボール交流 1 0 1 12 0 5 0 0 0 0 0 18 ソフトボール交流に向けての練習
　他館と交流することができた。
　目的を持って練習に取り組み，高学年が低学年に教えるなど、仲間作りに繋がっ
た。

(7)卒業パーティ実行委員会 2 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 6
６年生が自分たちのパーティを企
画運営する。

　6年生が自分たちの卒業パーティを企画する。

(7)卒業パーティ 1 0 0 0 9 2 0 0 0 0 0 11
６年生が自分たちのパーティを企
画運営する。

　おやつを食べたり、ゲームをして仲間で盛り上がった。自由来館や、中高生タイ
ムの参加に繋げていきたい。

(7)中高生にむけた学習支援 11 0 0 0 0 2 13 0 0 21 0 36 学習支援

　学習面のサポートのみならず、児童にとって将来像をイメージできるような関り
が生まれた。大学生には、今後も引き続きロールモデルとしての活動を期待する。
　参加が少ないので、来館時に誘ったり、口伝で友達を誘ってもらうなど、周知す
る。

(9)高学年歴史散策 0 京都各地にある歴史に触れる。 感染拡大予防のため中止する。

合　　　　計 273 38 335 1859 660 1046 157 79 1 42 210 4427

(10)いわくら農園倶楽部with明徳児童館 3 3 0 20 2 7 0 4 0 0 1 37
地域包括支援センター主催の「いわく
ら農園倶楽部」に参加

地域包括支援センター主催の「いわくら農園倶楽部」に参加。感染予防対策を講じ
ながら、地域の方と交流することができた。
年度途中で開催場所が変更され、参加が難しくなった。今後どのようにして参加す
るか考えていく。

合　　　　計 3 3 0 20 2 7 0 4 0 0 1 37

276 41 335 1879 662 1053 157 83 1 42 211 4464

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。

　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。
　　　指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。

推
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子ども育成機能　合　計
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活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

①乳児クラブ 32 290 0 0 0 0 0 297 0 0 2 589

①幼児クラブ 50 291 0 0 0 0 0 290 0 0 48 629

①あそびの広場スペシャル 3 25 0 0 0 0 0 25 0 0 2 52

①さくら会さんのあそびの広場 11 41 0 0 0 0 0 39 0 0 22 102

①移動児童館 4 41 0 0 0 0 0 35 0 0 0 76

①プレママ・プレパパ
　　ベビーマッサージ体験
会

3 8 0 0 0 0 0 11 0 0 0 19

①親子リズム 9 42 0 0 0 0 0 42 0 0 9 93

①ベビーマッサージ「和・
輪・笑」

24 122 0 0 0 0 0 126 0 0 4 252

①キッズマッサージ 1 4 0 0 0 0 0 4 0 0 0 8

①Welcome!はじめてさん!! 9 27 0 0 0 0 0 26 0 0 0 53

①子育て講座「子どもの発
達と関わり方」

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地域の子育て家庭を対象に遊びの広場。子
育てに関する声を聴く。近所の公園で実
施。

児童館を利用したことがない方を対象に、
児童館案内と手形足型の記念品工作。

　初めて児童館を利用する際のハードルを下げ，気軽に利用できるきっかけと
なった。他の取り組みへの参加に繋がるだけでなく，初めて来館した保護者同士
の仲間づくりの場となっている。
　今後も、情報発信と内容の工夫で，初めての方が来館しやすい取組となるよう
継続していきたい。

　親と子の関わりを深めるツールのひとつとなった。
　自我が芽生える時期の子どもを持つ保護者同士が，共感し合える場となった。
また,キッズマッサージを通し，講師の助産師とも気軽に育児の相談ができる場
となっている。

参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児
小１～３年

中高生 大人
小４～６年 ボランティア

合計

　あそびの広場スペシャルを定期的に実施。普段できない水遊びや，季節にちな
んだ工作などをしたことで，乳幼児親子の来館目的の1つになった。
　今後もより多くの方がほっこりと過ごしていかれるよう，児童館としてどのよ
うな取組をすればいいか，内容を精査していきたい。

感染予防対策を講じながらも、充実した取り組みとなるよう工夫した。昨年度の
アンケートで、交流や情報交換などを求める声があったので、感染予防をしなが
ら「サイコロトーク」として子育ての情報交換ができる場を定期的に設けた。次
年度も引き続き、交流ができる取り組みを工夫して行っていきたい。

登録された幼児親子の遊びや交流

感染予防対策を講じながらも、充実した取り組みとなるよう工夫した。昨年度の
アンケートで、交流や情報交換などを求める声があったので、感染予防をしなが
ら「サイコロトーク」として子育ての情報交換ができる場を定期的に設けた。次
年度も引き続き、交流ができる取り組みを工夫して行っていきたい。

　地域の子育て家庭に児童館を知ってもらうきっかけとなった。
　コロナ禍に児童館来館が難しく感じている家庭，遊び場がなく公園を利用して
いる家庭などの，子育てに関する状況や悩みを聞くことができた。児童館ででき
る支援について知らせ，その後の支援や来館につながった。
　定期的に実施し，子育て家庭への支援，児童館のPRにつなげたい。

　広域ボランティアサークルがあそびの広場を行うことで，交流を深め，世代間
の交流につながった。

子
育
て
家
庭
支
援
活
動

助産師を講師に迎えベビーマッサージを実
施。

助産師を講師に迎え，キッズマッサージを
実施。
キッズマッサージ終了後のランチタイムは
中止。

広域ボランティアサークルによるあそびの
広場

連盟の統合育成主任を講師に迎え，発達に
ついての講義と疑問・悩みの相談時間を設
けた。

＜様式１０－２＞

水遊びや季節の工作、実習生による取り組
みなど、遊びの広場スペシャル

　ボランティアの乳幼児親子を募り、プレママ・プレパパにベビーマッサージの
様子を見ていただいた。乳幼児親子と交流することで、リアルな子育ての話を聞
き、生まれた後のイメージを持てた。生まれる前に児童館を知ってもらい、途切
れのない支援に繋げていきたい。定期的に、プレママパパが利用できる取り組み
を開催していきたい。

感染拡大予防のため開催見合わせ。

　通常定員は設けていないが，昨年同様に感染拡大防止のため実施回数を増やし
た上で,定員を10組とし，参加できる回数を限定することにより，できるだけ多
くの親子が平等に参加できるよう工夫した。
　子育てに関する悩みを共有でき，保護者同士の仲間作りにも繋がっている。交
流が広がり，親子リズムや乳児クラブなどへの参加に繋がった。
　ベビーマッサージを通し，講師の助産師とも気軽に育児の相談ができる場と
なっている。

　乳幼児親子の交流を目的としている。
　乳幼児がリズム・音楽表現に興味を持って参加することができた。
また，児童館に来館するきっかけとなった。
地域のボランティア協力を得て，異世代交流や地域交流の場にもなっている。

乳幼児親子を対象にしたリズム表現の取組

助産師を講師に迎え，ベビーマッサージを
実施。
ベビーマッサージ終了後のランチタイムは
中止。

成　果　と　課　題

登録された乳幼児親子の遊びや交流

内　　　　　　　　　容
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①アイアイさんのブック
トーク

10 31 0 0 0 0 0 27 0 0 10 68

①クリスマスコンサート 1 20 0 0 0 0 0 17 0 0 5 42

②小学生と交流おやこリズ
ム

2 4 0 41 0 1 0 5 0 0 1 52

②小学生と交流水遊び 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

②ふたごの広場 11 7 0 0 0 0 0 7 0 0 0 14

②出番でっせ！お父さん 5 15 0 0 0 0 0 18 0 0 1 34

②左京北部親子サンサン広場 1 47 0 0 0 0 0 44 0 0 9 100

③きがるに相談広場 11 57 0 0 0 0 0 54 0 0 2 113

③ちょこっとおしゃべり 通年 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

ボランティアサークルによる読み聞かせ

アンサンブルグループ「アンジェラ」を迎
え，コンサートを実施。

乳幼児親子のお父さんをメインターゲット
にした取組

左京北部地域の児童館と保育所と地域各種
団体と協力して実施。

感染拡大予防のため，定員を設け申込制で実施。
コロナ禍で、催しものが中止される中、「久しぶりに生演奏が聞けて癒された」
と好評だった。

事前に小学生とリハーサルをするなど、感染予防を行いながら実施。２年ぶりに
交流ができ、乳幼児親子が小学生と触れ合うことで、成長のイメージをもてる機
会となった。

　感染拡大予防のため中止する。

　双子の親子が集う場を提供することにより，悩みや疑問を共有し合える場と
なっている。参加者にメール登録をしてもらい,連絡やお知らせをしたことで,手
軽に参加意思の確認ができた。子どもが大きくなった先輩ママとも継続した関係
があり,妊娠中や子育て中の母親へのサポートのため来館いただくこともある。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり，参加はあまりなかったが，メール
での案内を継続することで，利用しやすい関係性を維持していきたい。

　土曜に実施。普段，児童館を利用することの少ないお父さんに，児童館の様子
や取組を知ってもらうことができた。家族での参加もあり，家族同士での交流に
もつながった。今後，お父さんが参加しやすい工夫，お父さん同士の交流につな
がる工夫をしていきたい。

岩倉南児童館及び四ノ坪公園で実施。親子がふれあいながら，楽しく遊べる場を
提供すると共に，子育て相談，情報交換の場ともなった。

必要に応じて,専門機関に繋ぎ,連携した支援を行っている。児童館事業休止後も
メールでの相談などがあり,ニーズを感じる。今後も継続して行うと共に,気軽に
利用できる発信の方法を模索する。

子
育
て
家
庭
支
援
活
動

学童の希望者で，乳幼児への接し方や活動
内容を事前打ち合わせ。小学生が遊びの先
生となって，乳幼児と遊ぶ

学童児の希望者で乳幼児の接し方や活動内
容を事前打ち合わせ。小学生が遊びの先生
となって，乳幼児と遊ぶ

ふたごの親子を対象にした交流・情報交換
の場

　コロナ禍においておでかけできない現状
や、ストレスや不安から子育てのしんどさ
を感じた時に、いつでも気軽に連絡しても
らえるようにしている。

　季節やテーマごとの絵本の紹介，また，年齢に応じた読み聞かせをしてくださ
り，絵本に興味関心のある保護者に好評だった。

児童館で，こどもを遊ばせながら気軽に保
育士や助産師に相談できる広場。

　昨年度まで、地域の子育てに不安を抱える家庭を区役所はぐくみ室・地域子育
て支援拠点事業担当保育士と連携して支援する仕組みとして「はなまる広場」を
実施していたが、前年度をもって終了となった。
ニーズが高かったため、助産師の協力を得て、保育士経験のある職員も担当に加
え、子どもの発達や母親の不安，家庭内の問題など，親が気軽に相談でき，専門
的な視点でアドバイスを受けることができる場としている。相談内容への対応に
ついては児童館職員の力量が求められるところ。



（　2022　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　　明徳　　　）児　童　館
＜様式１０－２＞

④ピアノとフルートで音楽
を楽しもう

2 37 1 35 0 8 0 29 0 0 6 116

④子育てグループ活動
「ベビーヨガで育児座談
会」

2 14 0 0 0 0 0 14 0 0 0 28

④子育てグループ活動「親
子英語で遊ぼう！」

7 24 0 0 2 0 0 31 0 0 0 57

④子育てグループ活動「手
書きっ子サークル」

6 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 10

④子育てグループ活動「骨
盤×○〇」

7 25 0 15 0 6 0 38 0 0 0 84

合　　　　計 　　　　　 1018 0 41 0 1 0 1017 0 0 113 2453

児童館にて直接受理 健全育成問題 児童相談所
児童相談所 家庭養育問題 保健所
保健所 成長･発達問題 子どもはぐくみ室

(3)子育て家庭相談・援助 子どもはぐくみ室 教育問題 幼稚園･保育園
   活動 主任児童委員 非行･問題行動 小学校

その他 その他 中学校
ふたごの子育て情報提供 総合支援学校

その他 助産師・発達心理士・保育士

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

推
進
活
動

(5)子育てと健全育成に関する
啓発活動

子育て講座
「発達障がいサポーター

講座」
1回

発達障がい啓発キャラバン“そらまめプロジェクト”の協力で実施。株式会社
エンカレッジ　エンカレッジ京都三条統括所長　小谷泰政氏をゲストに、障害
のある方の就労支援についての講座・座談会を実施。

地域住民や保護者、当事者、支援者など、幅広い参加層で、啓発と交流ができた。

子育て講座
「子どもの発達と関わり

方」
0回

発達相談所言語聴覚士を講師に迎え，発達についての講義と疑問・悩みの相談
時間を設けた。

感染拡大予防のため中止する。

活動名 実施回数 活　　動　　内　　容 成　果　と　課　題

カイロプラクターの資格を持つ保護者が主
体となり,体を整えることで心も元気に子
育てを楽しめることを目的とする。

　普段子育てで子どもに向き合う毎日の中，リフレッシュできる時間となった。
不定期に内容を工夫して実施されている。また、土曜開催の日は小学生親子も参
加し、地域交流の機会にもなっている。
　引き続き,地域の子育て家庭が参加しやすいサークル活動となるようサポート
していきたい。

件数

子
ど
も
家
庭
支
援
活
動

基
本
活
動

子どもの年齢 件数 受　理　及　び　相　談　経　路 件数 相　談　内　容 件数 つないだ機関等

中学生

件数　計 － － －

活　動　内　容 育成・支援内容 成果と課題

学童クラブ

高校生

グループ名 構成人数

乳児

保護者の方から、「いつも遊ばせてもらっている児童館で特技をいかしたい」と
提案があり、企画実施。保護者参画で地域交流ができる貴重な機会となった。

　普段子育てで子どもに向き合う毎日の中，リフレッシュできる時間となった。
子連れで参加でき，保護者同士で見守る関係ができた。
　引き続き,地域の子育て家庭が参加しやすいサークル活動となるようサポート
していきたい。

　２月から開始。普段子育てで子どもに向き合う毎日の中，リフレッシュできる
時間となった。子連れで参加でき，保護者同士で見守る関係ができた。今まで来
館したことのない親子の参加，母親だけの参加もあり，気軽に参加できるものに
なっている。
　引き続き、地域の子育て家庭が参加しやすいサークル活動となるようサポート
していきたい。

子
育
て
家
庭
支
援
活
動

ピアノ、フルートが得意な乳幼児保護者に
よる演奏会。乳幼児親子、小学生、地域の
子育て家庭が参加。音楽を楽しみながら交
流できる機会にする。

英語を得意とする保護者が主体となり,参
加者のリフレッシュや交流を目的とする。
また,児童館を知らない子育て家庭が,気軽
に児童館に来館できるきっかけにする。

ベビーヨガを得意とする保護者が主体とな
り、参加者がリフレッシュし，前向きに子
育てできることを目的とする。また，児童
館を知らない子育て家庭が，気軽に児童館
に来館できるきっかけにする。

書道を得意とする保護者が主体となり実
施。書道を通して心を落ち着け,リフレッ
シュすることで,前向きに子育てできるこ
とを目的とする。

　普段子育てで子どもに向き合う毎日の中，リフレッシュできる時間となった。
地域の方も参加し、ほっこりできる時間になっている。
　引き続き,地域の子育て家庭が参加しやすいサークル活動となるようサポート
していきたい。

ベビーマッサージ
「和・笑・輪」

24回

助産師を講師に迎え，ベビーマッサージを実施。
助産師のアドバイスを気軽に聞けるようにランチタイムを設けていたが、感染
拡大予防のためランチタイムは実施せず。マッサージ後個別に話せる時間を設
けた。

　育児の疑問や悩みを専門家に気軽に相談でき，アドバイスを受ける機会となっ
た。
　また，和・笑・輪がきっかけになって児童館の利用に繋がり，乳幼児クラブの登
録にもつながった。

幼児
小１～３年（自由来館）

小４～６年（自由来館）
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自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

基
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

主　　催活　　動　　名 実施回数

0 明徳児童館 0

0

(1)地域住民との交
　流を促進する活動

ふれあい体操 0 明徳児童館 0

合　　　　計
0

－
0 0

明徳児童館まつり 0 明徳児童館 0

であい ふれあい 発表会 0 0 0

成果と課題
合　計

京都造形芸術大学

立命館大学サークルロビンフッド

連携団体
参　加　人　数

大人

ボランティアサークルさくら会

小１～３年 小４～６年
乳幼児 中高生

地域ケア会議認知症部会

0 0
新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め中止

児童館運営協力会

0 0 0 0 0
精華大学サークル手のひら

左京区介護予防促進センター

岩倉地域包括支援センター

0 0
新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め中止

0 0
新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め中止

0 0 児童館運営協力会

0 0 0 0 0
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中高生 大学生 大　人 合　計

2 2

0 0 0 0

0 2 2 4

0 0

3 3

7 7

7 7

1 1

2 2

2 2

5 5
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(2)ボランティア
　　活動の推進

　宿題、テスト勉強など気軽に参加していた。
また、学習面のサポートのみならず、児童にとって将来像をイメージできるような関りが生まれ
た。

継続した児童館における活動や児童館行事への参加を通じ，地域間の繋がりを深め，交流を進める
ことができた。
また，サークル活動の場所を児童館が提供することで，人的社会資源の活用につながり，館の取組
内容が多彩になった。
広報活動を十分に行い，利用者に周知をしていきたい。

アンサンブルグループ「アンジェラ」による
クリスマスコンサート

乳幼児親子を対象に，楽器の演奏での楽しい時間を提供してくださる。感染拡大予防のため，定員
を設け申込制で実施。コロナ禍で、催しものが中止される中、「久しぶりに生演奏が聞けて癒され
た」と好評だった。グループとしても活躍の機会があり，喜ばれている。

合　計
0 16 27 43

活　　動　　人　　数

学区社協に子どもたちの見守りボランティアを依頼。地域の方に児童館について知っていただき、
また子どもとの交流に繋がった。

京都市児童館学童保育所連盟　ボランティアバンク登録団体
ボランティアサークル　さくら会　によるあそびの広場

感染拡大予防のため中止。

高学年（9人）のJrボランティアが参加。高学年の自由来館児童が児童館に来るきっかけとなっ
た。継続して活動できる環境を整え，自己実現の場となるよう促進していきたい。大学生ボラン
ティアの協力があり，高学年と協同で進めていくことができた。また，サンタ役として，民生委員
にも協力いただき，異世代交流にもつながった。

高学年（50人）のJrボランティアが学童クラブの支援を行った。
異年齢の交流を深めると共に，リーダーシップの伝承を促した。

中高生学習支援

クリスマス会

小さい先生の日

切り絵タイム

　学童クラブ保護者に協力していただいて「ビーズで指輪」の手作りクラブを行った。
少人数でていねいな指導が受けられ,その後の継続した利用に繋がっており，来年度も継続した取
組にしていきたい。

高学年手作りクラブ

明徳児童館まつり

　大学生と中高生の交流の場となった。また、ボランティアに来てくれた大学生が、より中高生に
近い目線で企画を提案してくるようになった。
　大学生には、今後も引き続きロールモデルとしての活動を期待する

ピアノとフルートで音楽を味わおう♪
　乳幼児保護者によるコンサート。保護者の方から、「いつも遊ばせてもらっている児童館で特技
をいかしたい」と提案があり、企画実施。保護者参画で地域交流ができる貴重な機会となった。

welcome!　中高生

人形劇サークル「アイアイ」　ブックトーク

活　　動　　内　　容 成　　　果　　　と　　　課　　　題



＜様式１０－３＞

（　2022　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　　明徳　　　）児　童　館

岩倉地域包括支援センター

左京区介護予防推進センター(市原寮）

岩倉地域包括支援センター

岩倉少年補導

明徳小学校と地域の諸団体

洛北中学校

岩倉地域助産師・保健師

民生・主任児童委員
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(3)地域との連携を
　促進する活動

連　　携　　団　　体　　等

　転倒予防体操を児童館で開催することで地域の高齢者の方に児童館を認
知していただく。

　高齢者も乳幼児親子もお互いが楽しく交流ができ，交流を楽しみにする参加者も増え
てきた。今後、参加者同士が継続した関係を築ける環境を整えるよう考えたい。
※「高齢者とのふれあいタイム」は感染拡大予防のため中止する。

連　　　　　携　　　　　内　　　　　容 成　　　果　　　と　　　課　　　題

認知症カフェが新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となる中,い
わくら農園倶楽部をスタートされた。地域住民間での交流を促進する目
的。

「ようこそお母さん事業」で新生児のいる家庭を対象に,児童館のおたよ
りを配布

　広報により，地域の乳児を抱える保護者に「和・笑・輪」「ふたごの広場」の周知が
でき，利用者の参加に繋がった。
　「きがるに相談広場」では、子どもの育ちや子育てについて、疑問や不安を感じてい
る保護者が、子どもを遊ばせながら相談できるため、この機会に来館される方も多く、
敷居の低い相談窓口となった。

チャレンジ体験の中学生の受け入れ（感染拡大予防のため中止）
洛北中学校吹奏楽部による演奏会

　チャレンジ体験は感染拡大予防のため中止。感染が落ち着いた時期に児童館で吹奏楽
部による演奏会を開いていただく。地域の方や乳幼児親子など、多くの方に見に来てい
ただく。

児童館の子どもたちと地域の高齢者が交流できる場となった。栽培されている高齢者の
方々の楽しみとなっている。年度途中で開催場所が変更され、参加が難しくなった。今
後どのようにして参加するか考えていく。

　伝承あそびに触れて，あそびの技術を習得し，あそびの幅が広がった。
　また，地域の方と関わりをもち，地域間・世代間の交流を促進した。
　地域の子どもたちの健全育成に長年取組んでこられた団体と，今後より良い協力関係
を築いていきたい。
※感染拡大予防のため館内では行わず、小学校の運動場で行った。

ベビーマッサージ「和・笑・輪」、「ふたごの広場」の広報をしていただ
いた。
「きがるに相談広場」で保護者の育児や家庭の悩みについて、専門的な支
援をしていただいた。

明徳学区、岩倉南学区の民生・主任児童委員が児童館のおたよりを,地域の新生児家庭
に配布。児童館について情報を発信してくださる。児童館利用のきっかけに繋がってい
る。

　明徳小学校体育館で行われた「明徳おーぷんぎゃらりー」に参加し，
「切り絵カレンダー」，幼児クラブで制作した「キラキラ絵」，高学年手
作りクラブの「ビーズアクセサリー」、子育てクループ活動の作品を出品
した。

　普段の取組の中で制作した作品を地域に向けて発表することで，小学校の児童や地域
住民に児童館の活動について知ってもらうきっかけになった。

「正月あそび」において伝承あそびを指導していただいた。
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左京消防署岩倉出張所

老人会

フリンジシアターアソシエー
ション・防災アドバイザー（保
護者）

石座神社の祭への参加

認知症ミニ講座＋声かけ訓練
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(3)地域との連携を
　促進する活動

　劇団・防災アドバイザーや大学生ボランティアの協力のもと、防災に関するドラマ撮
影を行った。防災アドバイザーから日常の備えについての講義、劇団俳優から演劇の指
導を受けた。子どもたちは日常の備えについて、「家の中の備え」「家族の安否確認」
をテーマに動画を撮影した。ワークショップで撮影したドラマの上映と、防災について
の体験会を行う。ドラマ上映の前後に寸劇により防災クイズを出題し、来場者参加型の
上映会とした。また、ワークショップで制作した新聞紙グッズと防災食を来場者に配布
し、感染を予防したうえでの体験会とした。

石座神社御旅所で、和太鼓クラブの和太鼓演奏 　例大祭の際に御旅所で演奏。地域の方に和太鼓クラブの演奏を聴いていただく。

子ども達が認知症について理解し，地域の一員としての支援の意識を高め
る。地域住民との交流を図る。

　高齢者福祉分野との協働で，子どもと保護者世代に認知症についての理解と啓発をし
た。当日は気温が高くなり、熱中症予防のため地域ボランティア協力を中止したが、高
学年児童がこれまでの経験によりスタッフとして、認知症役、家族役を演じて低学年全
員に声かけ体験が実施できた。

　消防署に指導していただくことで，真に迫った訓練になり，いざ災害になった時に迅
速に避難ができるような確認ができた。また，消防署に放課後の児童館の状況を知って
いただけた。
　職員全体がどんな状況でも災害に遭った時のことを想定して行動することを徹底した
い。

　将棋に興味を持つ子どもたちが，地域の年配の方々とふれあいながら，将棋に親しむ
時間となっている。年配の方々が個々の子どもの性格も理解し,上手く関わってくださ
る。指導してくださる老人会の参加を増やしたい。

高学年、中高生による防災演劇ワークショップ
防災ドラマ上映会＆防災いろいろ体験会の企画と指導

避難訓練において，災害発生から利用者の安全確保人数確認までを確認，
評価していただいた。
また，職員による消火器訓練をさせていただいた。

「将棋教室」に申し込んだ子どもへの将棋指導
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(4)児童館を支える地域

   組織作り

子育て支援サービス 乳幼児クラブ登録家庭

成果と課題

申込時，修了前アンケート

　取組みを行う際に，アレルギーについてのアンケート
を取っていることで，一定の配慮ができた。
　昨年度のアンケートでは、子育て家庭の保護者同士の
関わりをもちたいという需要が多いことがわかったの
で、感染予防対策をしながら、グループトークを行っ
た。

成果と課題

転倒予防体操
（以前は、体操終了後に乳幼児親子と交流す
る「ふれあいタイム」を行っていたが、感染
拡大予防のため中止する。）

成果と課題提供先（団体・機関等）使　用　目　的

　感染拡大予防のため、年４回
中２回は書類を配布し、確認し
てもらうことで会議に置き換え
た。
　
　児童館とその事業内容やコロ
ナ禍での現状について，理解が
深まった。

年4回
(内２回は感染症対策の
為、書面配布にて実施)

・児童館の運営について
・地域交流行事の企画・運営
・子育てについての情報交換

明徳小学校
明徳幼稚園
岩倉図書館

岩倉地域包括支援センター
明徳小学校ＰＴＡ

明徳小学校放課後まなび教室実行委員会
京都市明徳児童館学童クラブ保護者会

岩倉明徳自治連合会
岩倉明徳学区社会福祉協議会
明徳学区民生児童委員協議会
下鴨少年補導委員会明徳支部
岩倉明徳老人クラブ協議会

岩倉女性会
明徳消防分団

　転倒予防体操は児童館を利用し，場所を固定して取り
組まれている。
　転倒予防体操参加者と、児童館を利用している乳幼児
親子との交流の機会を増やせるように、「ふれあいタイ
ム」を行う順番を替えるなど、プログラムの組み換えを
計画していたが感染症拡大防止のため、実施できず。
ふれあいタイムの実施を通して、「であいふれあい発表
会」の参加に繋げたい。

構成団体・個人 会議／取組頻度

左京区介護予防推進センター
岩倉地域包括支援センター
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(6)地域調査活動

議題／取組内容

(5)地域への施設提供
育成室

調査名 調査目的

基
　
本
　
活
　
動

組織名称

会場提供・備品貸出等

明徳児童館運営協力会
および
子育て支援ネットワーク会議

調査対象 調査主体 調査方法
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じどうかんだより

毎月700部

地域回覧の際
は+370部

明徳小学校区

児童館利用児童保護者

明徳小学校全校配布
関係機関に配布依頼
 岩倉図書館・左京保健福祉セン
ター子どもはぐくみ室・明徳幼
稚園・放課後デイサービス「き
ぼう」
地域回覧（年間1回）

月の予定を知らせ，児童館の様
子などを紹介

　毎月１回、地域の利用者に児童館の様子や取組の予定な
どの情報を提供し，児童館の活動を知ってもらう。
　乳幼児向け，小学生向け，中高生向けなど項目毎に整理
し，利用者それぞれがどの紙面を読めば児童館について必
要な情報が得られるのか分かりやすくしている。

中学生タイムポスター 毎月30部
洛北中学校各クラス分
明徳小学校６年生（２・３月）

洛北中学校へ掲示依頼
明徳小学校６年生（２・３月）

イベントの詳細
イベントの申し込み
中高生利用案内

　中高生向け取組「Welcome中高生！」を行う際、洛北中学
校に取り組み内容を記載したポスターをを掲示していただ
けるよう依頼し，取組参加につながった。高学年から中学
生への継続利用をねらい、年度末から小学６年生にもプレ
参加を呼びかけた。児童の意見を反映できるような取組内
容を考案、実施したい。大学生ボランティアにより内容を
企画運営したり、「中高生学習支援」を行った。

イベントチラシ イベントごと
地域住民
イベントの対象となる家庭・児童

明徳児童館にて配布
明徳小学校へ配布
地域の施設への掲示依頼
地域回覧

イベントの詳細
イベントの申し込み

　イベントがある時に，じどうかんだより等で広報し，詳
細や申込は児童館でイベントチラシを配布した。
　利用者が目的をもって児童館を利用するきっかけになっ
た。

プレママ・プレパパ
ベビーマッサージ体験会

都度
児童館を利用する乳幼児親子
妊娠を考えている夫婦
妊娠中の夫婦

左京区の産婦人科
近隣のコンビニエンスストア
近隣のスーパー　等

取組内容（プレママ・プレパパ
と子育て中の親子が交流し、赤
ちゃんとふれあう機会）の案内

産前からの利用につなげ、切れ目のない支援を目指し、広
報先を広げた。産前の児童館認知度、ニーズが低いのか、
利用に繋がったのはわずかだった。内容の工夫と、広報の
方法を模索していく必要がある。
参加者は実際に赤ちゃんと触れ合ったり、先輩パパママか
ら具体的な経験談やアドバイスを聞くことができる機会と
なった。

乳幼児親子向けスケジュール
(おさんぽ日和)

毎月290部 児童館を利用する乳幼児親子

関係機関に配布依頼
岩倉図書館・左京保健福祉セン
ター子どもはぐくみ室・乳幼児
クラブ・岩倉南民生委員・明徳
主任児童委員・セヴァ子ども学
園

月の予定（乳幼児向けの取組）
を紹介

　乳幼児向けの情報を前月中旬に案内することにより，月
初めの取組の参加につながった。
各所で配布されることにより、「ようこそお母さん事業」
などからの利用も見られる。

子育て支援ステーション情報誌 年１回 地域住民 地域回覧
乳幼児向け児童館の取組，募
集，申込みについて

　児童館をまだ知らない家庭や利用していない家庭の児童
館利用へ繋げられた。
　地域の子育て家庭へ情報を発信し，支援に繋げたい。

ホームページ
月１回
イベントごと

不特定
京都市児童館学童連盟のホーム
ページへ掲載

イベント情報，月の予定（乳幼
児向け「おさんぽ日和」，小学
生・中高生むけ「じどうかんだ
より」，中高生タイム案内）を
ホームページに掲載

　来館しなくても，インターネット上で日程を確認でき，
新規の来館に繋がった。
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成果と課題広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容
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成果と課題広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容

乳幼児クラブだより 年4～5回 乳幼児クラブに登録している家庭 登録している親子に配布する。
登録制クラブの取組予定を案内
する。

乳幼児クラブの次回の取組内容を知らせ，イメージを持
ち、目的をもってクラブに参加してもらうことが出来た。

学童クラブだより 毎月230部
登録児童家庭

明徳小学校

児童が持ち帰る

小学校へ持っていく
↓
２月より　ICTツールによる配信

月の予定・連絡・注意事項を知
らせる。

学童クラブの毎月の予定を知らせ、子どもと保護者が行事
等を見通し、学童クラブの生活に参加ができるようにな
る。
行事の担当になった児童が準備や当日に欠席になることが
あり、責任を持って取り組めるよう、保護者には取り組み
の意図をさらに伝えていく必要がある。
２月よりICTの導入に伴い，登録家庭を対象にICTによる配
信に転換。保護者が予定を確認しやすくなった。

たんぽぽ通信 随時227部
登録児童家庭

明徳小学校職員

児童が持ち帰る

小学校へ持っていく
↓
２月より　ICTツールによる配信

学童クラブの様子などを紹介。

学童で日常の様子を写真を交えて紹介し，学童クラブの取
組の目的や子どもたちの課題などを保護者に伝えた。

２月よりICTの導入に伴い，登録家庭を対象にICTによる配
信に転換。

民舞クラブ通信
和太鼓クラブだより
手話クラブだより
将棋教室通信

随時 クラブ登録児童
児童が持ち帰る

参加ボランティアに配布

クラブの予定・連絡事項
クラブの様子を伝える

　クラブの活動予定やクラブの様子などをを保護者に伝え
ることができた。

ボランティア募集チラシ 各イベントごと
小学生高学年・中高生
大学生
地域住民

小学校高学年以上配布
来館時の声かけ

イベントの詳細
ボランティア活動の紹介

　子どもたちが目的をもってボランティア活動に参加し
た。
　小学校だけでなく近隣の中学校や高校にチラシを配布
し，多彩な交流が生まれる場所にしていきたい。

インスタグラム 随時 不特定 都度投稿する
児童館の予定、イベント案内、
児童館の様子等

児童館を利用したことのない方にも、取組や雰囲気を知って
安心して来てもらえるよう工夫する。同時に、気軽に来館でき
るような投稿を心がける。
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（　明徳　　　　）児童館・学童保育所

・避難訓練
・高学年児童が職員のポジションで先頭と最後尾に分かれて、年少の児童を誘導することが定着し、その場の児童を呼び集めたり、列に並べたり、高学年児童が意識
をもって行動していた。
また地震の避難訓練では、児童館取組の防災演劇に参加した児童は頭を守る’ダンゴムシのポーズ’を率先して行うなど継続してそういった取組を行っていることの
成果も感じられた。

・帰宅時の安全指導
・安全な通館路で行き帰りするよう指導をした。
　終わりの会で帰宅ルートが同じ者同士で整列し，同じルートの者はまとまって歩くことや寄り道をせずに帰ることなど安全指導を行った。
　横断歩道の渡り方や路側帯の歩き方など，交通安全指導もあわせて行った。

・手洗い，うがい,
 アルコール除菌の励行

・感染拡大予防のため、手洗い・マスクの着用・手指消毒をするよう声かけを徹底した。特に帰館時やおやつの前、外遊びの際など要所要所で指導をした。
　また、おやつや食事時はマスクを外した状態で黙食を指導し、感染予防への意識を高めた。

・健康状態の把握
　及び保護者への連絡

・体調が悪い時やケガをした時、また子どもから何か訴えがあった時などは、初期対応をした職員が保護者に連絡を入れるようにしている。
　子どもの状態の変化など、日々の打ち合わせや、個別ケース記録での共有は毎日欠かさなかった。これからもこまめに職員間での情報共有を意識し、館全体で子ど
もたちの状態を把握していく。
・感染症拡大予防として健康チェックシートを利用児童全員に配布。利用時は、体温や健康状態を記入し、連絡帳と共に提出するよう、指導している。健康チェック
シートを見て、出席児童の健康状態を把握している。記入忘れや提出忘れがあった場合には、健康チェックシートへの記入お願いシールを連絡帳に貼り、児童と保護
者も意識を持てるようにしている。長期休暇中等学校のない日の利用時では体温を職員で検温することを徹底。２月に緩和し、提出をなくした。なお、休日は登館時
に職員による検温を行った。
・館内の各部屋での子どもたちの様子をこまめに写真撮影し、感染が起こった際に行動履歴を把握できるよう工夫した。

・夏休みの昼寝
・人数の増加により、昼寝場所の確保が難しくなり、希望する子どものみ昼寝の場所を設定した。13：00-14：00の暑い間を学習の時間に設定し体調を管理した。今
後も適度な休息を取り入れたい。

基本的生活習慣の確立
・おもちゃの後片付け
　荷物の整理を徹底

・「“みんなのおもちゃ・みんなの場所”だから，みんなが快適に過ごせるように」ということを子どもたちに伝えている。
　共有のおもちゃの使い方や片付け，くつ・かばんの整理について指導した。継続した指導により定着してきているが，
　上級生が手本となり下級生に教えるようはたらきかけていく。また，今後も子どもたちが自ら考え，行動できるよう話し合いの場を設けていきたい。

学習習慣育成 ・長期休暇の学習

・長期休暇中も学習習慣を身に着けるため、午後に１時間程度学習の時間を設ける。午前中に外遊びを行いエネルギーを発散させることで、午後からの学習に集中し
て取組めた。
・以前は、学区社会福祉協議会、老人会、少年補導、民生委員、女性会の方々に学習ボランティアとして子どもたちに関わっていただくことで、子どもたちとの関わ
りができ、地域の中での子どもたちを見守る目を増やしていくことに繋げていたが、今年度も新型コロナウィルス感染拡大予防を考え、学習ボランティアは中止とし
た。

（　　2022　　）年度　　　学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書

活動の基本目標（指針） 主　な　取　組　名 成　　果　　と　　課　　題

安全・衛生の確保

健康管理・情緒の安定

生
活
援
助
機
能



 ＜様式11－1＞

（　明徳　　　　）児童館・学童保育所
（　　2022　　）年度　　　学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書

活動の基本目標（指針） 主　な　取　組　名 成　　果　　と　　課　　題

社会生活技術の獲得 ・当番活動

・掃除当番やおやつ当番を、通年、班ごとに週交代で行うことで、生活技術や責任感を養い、自立的な力を身につけられるようにしている。また、低学年と高学年そ
れぞれの班構成で役割を果たす中で、３年生のリーダー性が高まり、子ども同士で助け合い、教え合う力を付けることができるように、活動の際は、班での行動を基
本単位として、館内及び館外活動を継続することにより、４クラスの仲間意識が持てるように取り組んでいる。しかし、今年度も感染拡大予防のため、当番活動は実
施しなかった。
コロナ禍を経て、当番活動ができない中でも、日常の生活を通して、異年齢の関わりの中で助け合いや教え合う力が育っている。今後、どのように取り組んでいくか
模索していきたい。

生活体験の拡大
・レクリエーション
　地域交流

・３年生は例年、身につけた生活力を仲間と一緒に確認し合い、思い出をつくることを目的として、自分たちで企画・準備を行い、３年生合宿を行っている。しか
し、今年度は、感染拡大予防のため、中止とした。代わりに、子どもたちで話し合い「3年生楽しい学童の日」を行った。また、３年生だけで閉館後の児童館にて、
２つのレクリエーションを企画・実施した。
・同様に高学年が自分たちで「高学年楽しい学童の日」を発案。２つのレクリエーションを企画・実施した。

・乳幼児交流親子リズム
　乳幼児交流水遊び

・例年、長期休暇期間に、普段はあまり接することのない、乳幼児親子とリズムあそびや水遊びを行うことで、乳幼児と直接ふれあい、お兄さん・お姉さんとしての
意識を持てるようにしている。結果として、“小さい子”との関わり方を学び，普段来館される乳幼児親子と上手に遊ぶ子どもが増えた。
　児童館という施設特性を活かし，このような取り組みを積極的に行うことで，普段からの乳幼児親子と小学生の交流につなげていきたい。
今年度水遊びはコロナ感染拡大予防のため実施できなかった。

・ブロック行事への参加
・例年、ソフトボール大会、卓球大会、左京・東山児童館学童保育所まつりに参加している。
　大会では試合を通してルールを学ぶことで、遊びの幅が広がっている。また、チーム競技をする中で、協力することや思いやりを持つことを学んでいる。
　他館所の子どもたちと交流をすることが、子どもたちにとって刺激のある良い体験になっている。

・京都市行事への参加
・昨年度より京都やんちゃフェスタがウェブ開催「やんちゃんねる」となった。各クラブ活動から発表を動画撮影した。保護者や関係者にお知らせし、鑑賞していた
だく。また、学童クラブで３日間にわたり上映を行う。いろいろな児童館の遊びに触れることができ楽しめた。

・誕生会
（年４回の実施）

・誕生会を行うことで、仲間とともに1人1人の成長をお祝いすることができている。企画は3年生が担当し、当日までに会議を開き、準備した。担当としての意識を
持ち、企画から準備まで自発的に活動する姿に、自主性の高まりを感じさせられた。また、クイズ大会や手作りのバースデーカード・折り紙のプレゼントもあり、お
祝いしてもらった子どもたちは喜んでいた。集団の仲間意識を高めるとともに、3年生の自主性・責任感を養うことができた。今年度も引き続き、感染症拡大予防の
ため、誕生月の子どもと担当の3年生のみで明徳小学校の一室をお借りし、実施した。対象の子どもたちのみとすることで、特別感が高まり、より意欲的に意識を
持って活動が出来ていた。

子
ど
も
育
成
機
能

生活体験の拡大

生
活
援
助
機
能

・例年、学童クラブキャンプを立命館大学サークル「ロビンフッド」の協力を仰ぎ，青少年野外活動総合センター「友愛の丘」で，１泊2日でキャンプを行ってい
る。野外活動を通して、草木や虫などの自然に触れるなど様々な経験をすることで、情緒を豊かに育んでいる。また、学童クラブキャンプでは、保護者は参加せず、
学童のみの参加のため、自分で持ち物管理や入浴・就寝準備する必要がある。そのため、「自分の事は自分でする」という意識を育てられるように声かけをし、自立
を促している。
高学年を「小さい先生」として別行動させることで，３年生が各班のリーダーとなり，リーダーとしての自覚が芽生えるようにしている。
※今年度は感染拡大予防のため、デイキャンプを企画したが、感染拡大したため中止。

・自然体験

社会性の養成



 ＜様式11－1＞

（　明徳　　　　）児童館・学童保育所
（　　2022　　）年度　　　学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書

活動の基本目標（指針） 主　な　取　組　名 成　　果　　と　　課　　題

・連絡帳の提出と
　ハンコ押し
　帰り時間・方法の確認
　↓
　２月よりICTの導入

・連絡帳で欠席や早退、家での様子を把握するため、児童館に来たらすぐに、ハンコを押して指定の場所に出す。また、自身で生活の管理をして、先の見通しを持っ
て行動できるよう、帰る時間ごとに枠を作ったホワイトボードに、自分の名前（マグネット）を貼りつけさせることを徹底した。連日連絡帳を忘れてくる子もいるの
で，毎日持ってくるよう指導。また、毎日提出した子どもには「シールゲッターズ」としてシールと賞状を渡して、意識を高めた。また、保護者懇談会を通じて、親
子で連絡帳を活用するよう保護者へ呼びかけ、意識付けをしている。
・連絡帳と共に、健康チェックシートを毎日記入して提出することで、体調管理の意識付けをしている。記入漏れがあった際には、職員で検温し指導している。
・２月よりICTでの出欠確認に切り替え、連絡帳の使用を廃止。児童一人一人が登館時・退館字に自分のQRコードのカードをタブレットにかざし打刻。引き続き自身
で生活の管理が身に着けられるよう、帰る時間・コースごとのカゴにカードを入れるよう指導している。打刻時刻は保護者に通知される。

・修了行事

・修了式
３年生は低学年の部から高学年の部に、６年生は学童クラブを卒業する節目の行事。感染拡大予防を考え密を避けてとして２部制にした。２年生の修了式担当を中心
に司会・企画運営し、３年生を送り出し、６年生は４・５年生が司会・企画運営、当日は５年生が１年生をサポートしながら１・４・５年生で送り出すこととした。
今年度は３年生・６年生へのメッセージを投書箱へ集め、学年関係なく様々なメッセージを集めることができた。加えて、３年生へ写真のスライドショー、６年生へ
お祝いのコメント動画を上映した。

・遠足
一年の締めくくりとして学童遠足に出かける。滋賀県立びわこ子どもの国へ貸し切りバスで行く。日々の生活で築かれた異年齢の関係が活かされた。また公共の場を
意識して、他の来場者への配慮ができたり交流がみられたりした。バス乗車中は高学年が事前に準備していたバスレクを行い、低学年に高学年が小さい先生としての
力を発揮する機会となった。

・毎月のおたより発行
・子どもたちの様子を「たんぽぽ通信」で、行事予定を「学童クラブだより」で保護者に伝える。
　学童クラブがどのような意図を持って日々活動しているかということを保護者に伝えられた。

・保護者懇談会

・例年、6月、9月、2月に保護者懇談会を3回行っている。
・活動計画や子どもたちの様子を直接伝え、また相談することができた。
・学年別や地域ごとでの小グループに分かれ話し合う時間を設け、保護者同士の交流を図った。
　保護者アンケートによりニーズを把握し、今後もより参加の増加を図り、学童クラブへの理解と協力を広げたい。

・学校との通信の
　　　　　交換・連携

・学校だより，学童だよりを交換することで，お互いの行事を把握することができた。また、気になる子どもの様子を見つけた時や、トラブル発生時は学校とも個別
に情報を共有することでより良い支援、トラブル解決につなげられた。

・親子交流会

・例年、保護者と子どもの交流の機会をとれるようにと、子どもたちと保護者とでレクリエーションを楽しみ、昼食にみんなで保護者の手作りカレーを食べるという
ような取組を行っている。保護者と子ども，保護者同士を結び付けるきっかけになるので、今後子育ての仲間づくりという視点からも続けていきたい。保護者への負
担が大きくならないよう工夫していきたい。
※今年度は、感染拡大予防のため、中止した。

・発達障がい
　サポーター講座

・保護者と地域の方に、「発達障害」の特性を知ってもらうきっかけとなるよう、「そらまめプロジェクトＫＹＯＴＯ」と協働で、‟発達障がい”をテーマとした勉
強会を定期的に開催している。今年度は１２月に開催。

子育ての仲間づくり

子
ど
も
育
成
機
能

子
育
て
支
援
機
能

自立の促進と
自主性の尊重

子育てに必要な
情報の提供と交換



＜様式１１－２＞

（　明徳　　　　　）児童館・学童保育所

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 6年 1～3年 4～6年中高生大学生 大人
(1)　生活援助機能

○学習習慣育成 0
長期休暇中も学習習慣を身につけるために、昼食後学習の時間を設ける。
以前は、社会福祉協議会、老人会、少年補導、民生委員、女性会の方々に学習ボランティアとして子ど
も達に関わっていただいていたが、今年度も感染拡大予防のため、学習ボランティアは中止した。

○避難訓練 9 113 151 82 41 15 28 3 1 4
乳幼児
大人

37
36

511
高学年児童が職員のポジションで年少の児童を誘導することが定着し、高学年児童が意識を持って行動
していた。地震の避難と火災の避難を分けて訓練した。火災については出火場所や時間帯を変えて多様
なパターンで訓練した。

(2)　子ども育成機能

○誕生会　　　 4 21 40 28 6 2 7 104
３年生企画。年4回行った。担当の３年生が司会進行。事前にみんなが楽しめるレクリエーションを考
える。手作りのバースデーカードをプレゼント。おやつにケーキやゼリーを食べる。
　感染拡大予防のため、誕生会担当の3年生と、誕生会の月の子どもだけで行っている。

○左京・東山児童館学童保育所まつり2022 1 5 3 8 4 4 4 20 19 4 大人 5 76 ３年生はステージ発表でまつり太鼓を演奏。各自遊びコーナーを回る。

○乳幼児交流リズム 2 15 24 2 1 1
乳幼児
大人

9 52 乳幼児さんとのふれあい。紙芝居を読んだり、一緒に体を動かす。

○乳幼児交流水遊び 0 感染拡大予防のため中止する。

○八瀬川遊び下見　　 0 感染拡大予防のため中止する。

○八瀬川遊び 0 感染拡大予防のため中止する。

○認知症ミニ講座＆地域探検 1 24 36 27 18 10 5 6 4 大人 4 134
規模を縮小して実施。午前中に低学年と高学年に分かれ各々、岩倉地域包括支援センター・岩倉図書館
による認知症の学習を行った。午後は、地域の有志ボランティアに認知症役をしていただく予定だった
が、猛暑のため急遽5・6年生が認知症役を行い、他の子どもたちが声掛け体験をする。

○立命館大学ボランティアサークル
　　　「ロビンフッド」さんとの交流

0 感染拡大予防のため中止する。

○学童クラブデイキャンプ 0 デイキャンプを予定していたが、感染拡大のため中止する。

○高学年「岩倉の郷」高齢者施設との交流事業 0 感染拡大予防のため中止する。

３年生企画。クイズやあそびの紹介、プレゼント渡しなど、１年生が安心して生活できるよう学童クラ
ブみんなで歓迎する。感染拡大予防で１年生と、迎える会担当、2年生で行った。

1 48 39○1年生を迎える会 38 5 130

子どもたちの「生活の場」である児童館を学童クラブの保護者が掃除する。保護者同士が協力して行う
ことで交流につながった。

○保護者会大掃除　　 3 79保護者 79

（　　2022　　）年度　　　学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書

登録外児童 ボランティア
内　　　　　　　　　　　　　　　容行事名 実施回数

学童クラブ児童
合　計その他



＜様式１１－２＞

（　明徳　　　　　）児童館・学童保育所

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 6年 1～3年 4～6年中高生大学生 大人

（　　2022　　）年度　　　学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書

登録外児童 ボランティア
内　　　　　　　　　　　　　　　容行事名 実施回数

学童クラブ児童
合　計その他

○京都やんちゃんねる2022 3 1 13 7 3 6 8 8 2 中高生 2 50 児童館の民舞クラブ・和太鼓クラブ・手話クラブの子どもたちが日ごろの活動を動画に撮影した。

〇明徳児童館まつり　親子交流会 1 7 6 6 1 2 3 30 16 28 保護者 75 174
例年、地域交流行事として「明徳児童館まつり」を行っているが、感染拡大予防のため、学童クラブ、
民舞クラブ、和太鼓クラブ、手話クラブのみ参加とし、保護者会との共催で発表会を行った。

○太鼓合同練習 0 感染拡大予防のため中止となる。

○左京子どもふれあいカーニバル 0 感染拡大予防のため中止となる。

○３年生合宿　3年生楽しい学童の日 1 27 27
感染拡大予防のため合宿ができなくなった代わりに、思い出づくりと４年生以降を視野に入れた自立の
促進のため、自分たちで企画運営する遊びを児童館内で行う。

○高学年学童遠足　高学年楽しい学童の日 1 10 8 1 19
感染拡大予防のため、遠足に行くことができなくなった代わりに、仲間づくりと思い出作りのため、自
分たちで企画運営する遊びを宝ヶ池公園と児童館内で行う。

〇左京東山児童館学童保育所なかよし卓球大会 1 1 1 1 1 3 7 1 15
感染対策を講じた上で実施。卓球の試合を通じて、左京区・東山区の他館所との親睦を深める。
スポーツのルールを学ぶ。

○左京・東山児童館学童保育所
　　　　　交流ソフトボール大会
　ソフトボール交流会

1 2 5 5 1 1 3 1 18
大会は中止。村松児童館、修学院児童館と交流ソフトボールを実施。スポーツを通じて他館所との交流
ができた。

○学童遠足 1 30 40 26 12 5 6 119
バスで滋賀県「びわここどもの国」へ行く。日頃の生活の力を発揮する、また思い出作りの機会とし
た。

○防災演劇ワークショップ 3 2 6 6 中高生 15 29
 劇団・防災アドバイザーや大学生ボランティアの協力のもと、防災に関するドラマ撮影を行った。防
災アドバイザーから日常の備えについての講義、劇団俳優から演劇の指導を受けた。子どもたちは日常
の備えについて、「家の中の備え」「家族の安否確認」をテーマに動画を撮影した。

○防災ドラマ上映＆クイズ大会 1 10 2 6 1 2 2 5 2 2 5
大人

乳幼児
41 78

ワークショップで撮影したドラマの上映と、防災についての体験会を行う。ドラマ上映の前後に寸劇に
より防災クイズを出題し、来場者参加型の上映会とした。また、ワークショップで制作した新聞紙グッ
ズと防災食を来場者に配布し、感染を予防したうえでの体験会とした。

○３年生・６年生記念品制作 2 25 7 32 修了の記念として、講師を招いて３年生は檜のペン立て、６年生は檜の時計を制作。

○修了式　　　　　　 2 31 18 21 22 6 4 7 109

感染拡大予防のため、低学年の部と高学年の部の2回に時間を分けて行う。低学年の部は2年生が企画
し、3年生が修了する。高学年の部は4・5年生が企画し、6年生が修了する。修了証書渡し、送辞、答
辞、メッセージカード渡し、３年生へ写真のスライドショー、６年生へお祝いコメント動画の上映、手
話歌を行う。



＜様式１１－２＞

（　明徳　　　　　）児童館・学童保育所

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 6年 1～3年 4～6年中高生大学生 大人

（　　2022　　）年度　　　学　童　ク　ラ　ブ　事　業　年　間　活　動　報　告　書

登録外児童 ボランティア
内　　　　　　　　　　　　　　　容行事名 実施回数

学童クラブ児童
合　計その他

(3)子育て支援機能

○親子交流会　　　　 0 感染拡大予防のため中止する。

○保護者懇談会 6 保護者 66 66 普段の子どもたちの様子を伝え、長期休暇の生活・行事についての報告をする。

○新規登録説明会 1 保護者 23 23 学童クラブの事業について概要を説明し、登録に必要な書類の説明をする。

○入会説明会 1 保護者 32 32 児童館・学童クラブでの生活について具体的に説明する。

〇ICT説明会（新規家庭向け） 1 保護者 21 21 新規登録家庭向けにICT導入についての説明を行う。

〇ICT説明会（継続家庭向け） 1 保護者 34 34 継続家庭向けにICT導入についての説明を行う。

○子育て講座
　　「発達障がいサポーター講座」

1 大人 24 24
株式会社エンカレッジ京都三条の小谷さん（学童クラブ保護者）を講師に、就労支援の視点から発達障
がいについて考えた。地域住民、保護者、当事者、支援者が集まり、発達障害への理解と共感を深める
時間となった。

○お弁当いらんＤＡＹ　　 6 165 207 146 70 27 40 655
学童クラブで昼ごはんを用意することで、長期休暇中に、家庭でお弁当を作る負担を１日
でも減らす。また、子どもたちが楽しみに学童に出席できた。

＊注　　行事名は，（１）生活援助機能　（２）子ども育成機能　（３）子育て支援機能に分類して記入すること


